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四

、

~

玉

山

金

山

、

陸
前
高
田
市
の
北
の
山
奥
に
、
玉
山
金
山
が
あ
る
。
平
安
時
代
に

は
、
：
こ
こ
で
産
出
し
た
金
が
奥
州
平
泉
、
中
尊
寺
の
金
色
堂
に
使
わ

れ
た
。
金
は
重
い
の
で
米
俵
に
詰
め
、
牛
の
背
の
左
右
に
一
俵
ず
つ

括
り
付
け
て
運
ん
だ
。
そ
れ
を
「
俵
牛
」
と
呼
び
、
陸
前
高
田
の
郷

・
ゞ
、
」
釦
」
い
、
。
咽
、
旬
巾
γ
・
ゞ
．
」
・
〆
‐
土
玩
具
に
な
っ
て
い
る
。
了
~
~
~
~
~
~
ｒ
塒
~
そ
し
て
、
燦
然
と
輝
く
金
色
堂
は
、
東
方
見
聞
録
で
~
「
ジ
パ
ン
グ

は
、
~
~
建
物
も
道
も
全
て
金
で
覆
わ
れ
て
い
る
も
」
ど
紹
介
き
れ
、

印

』

ｒ

ｒ

世
界
の
冒
険
者
達
を
刺
激
し
、
ゞ
犬
航
海
時
代
を
迎
え
た
。
大
航
海
時

代
の
引
き
金
が
玉
山
金
山
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
~
~
~
…
~
、
~
~
１
１

‐

な

お

、

~

当

時

の

藤

原

氏

ｉ

勢

力

間

に

は

ｉ

に

幾

つ

も

金

山

が

あ

り

、

そ
こ
か
ち
も
金
色
堂
へ
金
を
運
ん
だ
。
金
山
が
東
北
地
方
に
数
多
く

あ
る
事
は
、
後
に
唄
わ
れ
た
南
部
牛
方
節
に
「
田
舎
な
れ
ど
も
南
部

の
国
は
西
も
東
も
金
の
山
…
」
と
あ
る
通
り
だ
。
ま
た
対
こ
の
付
近

き

ん

~

こ

ん

の

は
「
金
」
や
~
~
「
金
畷
」
姓
が
多
い
。
〕
~
~
~
~
~
~
ゞ
~
黄
葉
の
山
路
ゆ
う
る
り
俵
牛
：
~
！
Ｊ
~
：
~
俊
雄

五

、

気

仙

語

宮

や

ヰ

生

守

互

串

完

・
雪
毒
玄
議
ざ
ん
（
八
二
才
）
ば
、
東
京
考
生
、
至
れ
て
す
ぐ
、
母
親

榔
新
９
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Ｌ

■

Ｉ

Ｊ
の
郷
里
の
大
船
渡
に
移
転
し
《
長
く
開
業
医
を
営
ん
で
い
る
や
山
浦

き
ん
は
？
「
方
言
」
~
と
い
う
言
葉
を
嫌
兎
方
言
は
、
中
央
岳
東
京
）

に
対
し
て
地
方
と
い
う
位
置
づ
け
が
あ
り
、
地
方
を
低
く
見
て
い
る

か
ら
だ
。
~
~
そ
こ
~
蒲
山
浦
ざ
抄
は
《
壬
気
仙
地
域
の
言
葉
を
「
気
仙
語
」

~
と
名
付
け
踊
新
共
同
訳
聖
書
~
~
百
本
聖
書
協
会
刊
）
を
気
仙
語
に
翻

訳
し
て
、
／
出
版
し
た
。
~
例
え
ば
、
：
聖
書
に
よ
く
出
て
く
る
「
愛
」
と

~
言
う
言
葉
を
気
仙
の
人
達
が
聞
く
と
恥
ず
か
し
が
る
の
再
~
「
愛
」

を
「
大
切
に
す
る
」
と
訳
し
た
。
ま
た
Ｊ
聖
書
の
有
名
な
言
葉
で
、
「
求

渦
め
な
善
い
。
そ
う
す
れ
ば
与
え
ら
れ
る
。
」
陸
》
こ
う
だ
心
《
願
っ
て
桶
~
願
~
っ
て
小
願
い
続
け
ろ
。
そ
う
す
れ
ば
、
、
貰
え
る
。
》

~

~

山

浦

ざ

ん

は

カ

ト

リ

ッ

ク

の

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

で

、

聖

書

を

翻

訳

す

~

る
為
に
ギ
リ
シ
ャ
語
を
勉
強
し
た
や
気
仙
の
人
に
合
っ
た
言
葉
に
し
一

~
Ｌ
煮
聖
書
を
読
ん
で
も
ら
い
先
~
い
と
い
う
の
が
、
山
浦
ざ
ん
の
願
い
だ
。
鴫
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~
~
~
お
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す
誰
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~
~
Ｊ
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俊
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献
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両
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を

通
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、
東
日
本
大
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日
は
、
今
泉
村
の
漁
師
十
六
人
が
漁
を
す
る
の
が
恒
例
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
寛
永
十
六
ロ
六
一
二
七
）
年
に
、
未
曾
有
の
大
雨
で

川
筋
が
今
泉
村
へ
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
泉
村
は
気
仙

川
を
占
漁
す
る
と
主
張
。
こ
れ
に
対
し
、
高
田
村
側
は
今
迄
通
り
を

主
張
。
互
い
に
譲
ら
ず
、
流
血
の
惨
事
を
生
じ
た
。
~
こ
れ
に
心
を
痛

め
た
高
田
村
に
住
む
村
上
織
部
道
慶
は
、
一
日
交
替
を
提
案
し
仲
裁

す
る
が
、
双
方
共
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
道
慶
は
意
を
決
し
、

「
私
は
こ
の
川
で
自
分
の
首
を
切
る
。
首
は
高
田
村
側
に
、
胴
は
今

泉
村
側
に
着
く
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
ら
争
い
事
は
止
め
な
さ
い
。
」

と
諭
し
た
。
道
慶
が
川
の
中
で
自
分
の
首
を
刎
ね
る
と
、
果
た
し
て

予
言
通
り
、
首
は
高
田
村
側
に
、
胴
は
今
泉
村
側
へ
着
き
、
村
人
は

争
い
を
し
な
く
な
っ
~
た
。
~
ゞ

こ
の
話
は
、
：
市
立
図
書
館
に
史
実
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
~
~
~
｝
」

れ
も
自
己
犠
牲
的
な
話
だ
。
自
己
犠
牲
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
東
日
~

本
大
震
災
で
も
幾
つ
か
聞
い
て
い
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
気
仙
地
方

の
人
達
は
心
優
し
く
、
人
を
慮
る
心
が
あ
る
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受

け
入
れ
る
余
地
は
多
分
に
あ
る
と
山
浦
氏
は
判
断
し
、
難
解
な
ギ
リ

シ
ャ
語
を
勉
強
し
て
ま
で
『
気
仙
語
訳
聖
書
』
を
出
し
た
と
推
察
し
た
。

作
家
で
僧
侶
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
は
岩
手
県
民
の
特
性
を
「
視
野

が
広
く
、
お
お
ら
か
心
こ
れ
は
、
南
部
藩
は
領
地
が
広
く
、
鉄
や
金

等
の
多
く
の
鉱
山
を
持
ち
、
~
裕
福
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
」
と

の
見
解
が
ど
こ
か
の
新
聞
に
載
っ
て
い
た
。
だ
が
、
財
政
的
な
余
裕

が
あ
っ
て
も
、
や
は
り
「
士
農
工
商
」
の
世
。
南
部
藩
も
伊
達
藩
も

農
民
に
は
か
な
り
圧
政
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
記
事
の
よ
う
な
県

民
性
が
あ
る
事
は
頷
け
る
。

~

鮭

争

ひ

止

め

ろ

と

宮

己

の

首

刎

ね

る

俊

雄

~

七

、

~

千

葉

新

次

の

事

~

~

身

内

の

話

を

す

る

の

も

ど

う

か

と

思

っ

た

が

、

伯

父

千

葉

新

次

の

事
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

伯
父
は
東
京
で
長
く
教
員
生
活
を
し
て
い
た
が
、
校
長
と
教
育
観

の
相
違
が
あ
っ
た
為
、
教
師
を
辞
し
、
郷
里
の
陸
前
高
田
へ
帰
り
、

ま
た
教
員
生
活
を
続
け
た
●
後
年
元
東
京
の
教
師
辞
任
は
若
気
の
至

り
と
述
懐
し
て
い
た
が
、
私
は
大
い
に
共
感
し
て
い
る
。
故
郷
で
の

教
員
生
活
は
、
小
友
中
学
校
校
長
を
も
っ
て
退
職
。
そ
の
後
は
岩
手

ユ
ネ
ス
コ
協
会
を
立
ち
上
げ
、
~
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
専
念
し
た
心
伯
父

は
盛
岡
で
の
学
生
時
代
、
新
渡
戸
稲
造
氏
の
集
会
に
出
た
り
、
森
戸

辰
男
氏
と
も
面
識
が
あ
っ
た
．
ユ
ネ
ス
コ
活
動
は
そ
の
影
響
も
あ
~
っ

た

と

思

う

。

~

．

Ｌ

し

Ｊ

ｂ

に

い

そ
し
て
、
~
~
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各
種
学
校
の
「
下
新

だ田
（
集
落
名
）
ユ
ネ
ス
コ
生
活
学
園
」
を
創
設
し
、
経
済
的
な
理
由

で
高
校
へ
進
学
で
き
な
い
人
達
に
、
簿
記
や
和
裁
価
洋
裁
、
和
文
タ

イ
プ
な
ど
の
実
技
を
身
に
つ
け
ぎ
せ
た
。
~
~
ま
た
へ
生
徒
の
経
済
的
負

担
を
考
え
、
当
時
の
国
鉄
に
通
学
定
期
の
認
可
を
申
圭
蝿
認
可
を
受

け
た
。
~
経
営
は
苦
し
く
、
正
に
自
転
車
操
業
だ
っ
た
。
こ
れ
も
、
Ⅱ
自

己
犠
牲
的
な
気
仙
地
方
の
血
筋
だ
ろ
う
心
伯
父
は
、
ユ
ネ
ス
コ
会
議

の
席
上
、
急
逝
し
た
。
~
~
峠
~
東
日
本
大
震
災
の
津
浪
で
校
舎
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
跡
地
に
立
っ
て
、
~
澄
ん
だ
秋
の
夜
空
を
見
上
げ
る
と
へ
肉
眼
で

も
銀
漢
の
瞬
き
が
見
ら
れ
る
。

大

銀

河

命

棲

む

星

た

だ

一

つ

俊

雄
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